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１．本資料の目的 

管理者のみが使用できるＦＭ評価システムの機能のうち、データ管理機能を明示し、利

用の仕方をご説明し、実際に管理業務で活用していただくことを、目的とします。評価

項目管理に関しては、管理者マニュアル 評価項目管理編 をご参照ください。 

 

ＦＭ評価システムは、企業・団体のＦＭ活動の実態を総合的に診断評価し、問題点を切

り出すための、診断評価システムです。 

 

評価の開始前に、新しいセッションを作成し評価環境を整える必要があります。 

これらの諸設定を管理者権限で行います。 

 

この資料では、まず、セッションの新設の方法をご説明し、次に、インフラ（ＦＭ基

盤）・建物など評価対象の登録の仕方、諸環境設定の方法をご説明します。 

 

なお、管理者権限でログインすれば、ビジター・評価者権限でログインしたときのすべ

ての機能を使用できますが、本マニュアルでは、管理者のみ実行できることを中心に、

ご説明します。ビジター・評価者権限で実行できる機能については、評価マニュアルを

ご参照ください。 

註：権限の種類 

本システムの権限の種類は、以下の通りです。 

ビジター ： 本システムにログインして統計参照が出来る。 

評価者  ： 本システムにログインして、統計参照とともに、評価の入力ができる。 

管理者  ： 評価者権限に加えて、管理・環境設定が出来る 

権限は、ログインパスワードにより、区別されます。 

これらのパスワードも、管理者により設定・管理されます。 

１．本資料の目的 



 

4 

Copyright© 2012 Alpha Associate Inc. All Right Reserved 

団体の概念 

ＦＭ評価システムは、１システムで、複数の企業・団体のＦＭ評価をサポートします。 そ

れぞれの団体は、多数の建物を管轄し、数年ごとに何回ものＦＭ診断評価を行います。 評

価項目体系も、JFMES 11 に準拠しながらも、独自の評価項目を必要とするかもしれませ

ん。 ＦＭ評価システムでは、一つの企業・団体の全ＦＭ評価を「団体」の概念でまとめ、

団体ＩＤ・パスワードで区別します。 

 

セッションの概念 

ＦＭ評価システムは、企業・団体のＦＭ評価を長期にわたってサポートします。 ＦＭ評価

は、一度行えば終わりではありません。２～３年ごとに、繰り返し行うことで、その間のＦ

Ｍ施策の効果測定を行い、次の計画につなげます。 ＦＭ評価システムでは、全建物に対す

るある時期の１回の評価をまとめたものを、セッションといいます。 

このようにセッション同士の間には、時間の経過がありますので、当然、新しい建物、追加

したい評価項目など、評価環境の変化が起こります。 ＦＭ評価システムでは、セッション

ごとに、評価項目体系・ＦＭ基盤（インフラ）・建物の登録、評価値などを、独立に維持し

ますので、こうした変化に対応できます。セッションの新設、セッション実施環境の設定に

は、管理者権限を使用します。 

 

管理者権限による主要な設定項目は、以下の通りです。 

a. セッションの新規作成・更新、複製。 

b. 団体定数・セッション定数の調整 

c. エリア（地域エリア）の登録・更新 

d. インフラ（ＦＭ基盤）の登録・更新 

e. 建物の登録・更新 

f. その他便利な機能の調整 

g. 評価項目体系の登録・更新 

h. 評価項目詳細説明ＰＤＦのアップロード 

これらを、ＦＭ評価システムに、管理者パスワードを使用してログインすることにより、実

行します。 

 

本マニュアルでは、a. ～ f. の機能のご説明をいたします。g. , h.  の機能に関しては、管理者

マニュアル 評価項目管理編 をご参照ください。 

２．団体の概念とセッションの概念 

２．団体の概念とセッションの概念 
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３．管理パスワードによるログイン 

① 管理機能を使用するには、インターネットアクセス可能なＰＣで、ブラウザを起動し、

ＦＭ評価システムのサイトにアクセスします。 

② ログイン画面で、団体ＩＤと、管理者のパスワードを入力し、ログインボタンを押し

ます。 

③ セッション選択ページが出ます。操作対象のセッションを選択します。新しいセッ

ションを作成する場合も、既存のいずれかのセッションを選択してください。トップ

ページへ移動します。。 

３．管理パスワードによるログイン 

④ トップページが出ます。管理操作もこのページが起点になります。 
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４．セッションの登録・更新 

① 上部メニューのデータ管理をクリックし、セッション登録をクリックします。 

４．１ セッションの登録・更新ページの表示 

セッションの登録・更新ページは、以下の手順で表示します。 

４．１ セッションの登録・更新ページの表示 

② セッション登録ページが表示されます。 

 下部の一覧画面に現在登録されているセッションが表示されています。セッション

Ｎｏ= 0 は、システムに付属しているサンプルセッションです。（セッションＮｏ 

0～99 は、サンプル用にキープされています。） 

セッションとは、ある時期に実施した一連の評価をまとめる概念です。セッションの登

録は、セッションに管理用のナンバーと名前を付けるために行います。ある時期の調査

の開始は、セッションの登録から始まります。また、過去に行った調査の参照も、その

セッションを指定することで行います。 

ここでは、セッションの登録・更新の仕方をご説明します。 
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① セッションＮｏ欄の右側にあるラジオボタンで、新規を選択します。。 

４．２ セッションの新規登録 

セッションの新規登録は、以下の手順で行います。 

４．２ セッションの新規登録 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 登録された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 入力項目を入力します。（４．５参照） 

 この時、下部のリストから、類似の内容のセッションを選択すると、上部の入力

フィールドに内容がコピーされますので、その後、セッションＮｏを新しいものに

変更し、修正するフィールドのみ修正入力することもできます。 
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① セッションＮｏ欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。。 

４．３ セッションの更新 

セッションの更新は、以下の手順で行います。 

４．３ セッションの更新 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 更新された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 下部のリストから、更新対象のセッションを選択すると、上部の入力フィールドに内

容がコピーされますので、その後、修正するフィールドを修正入力します。 
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① セッションＮｏ欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。。 

４．４ セッションの削除 

セッションの削除は、以下の手順で行います。なお、セッションを削除すると、そのセッ

ションの既存データにはアクセスできなくなります。削除に当たっては、十分な確認のの

ち実行してください。 

４．４ セッションの削除 

④ 項目の削除ボタンをクリックして削除実行します。 

 下部のリストから削除したレコードが消えます。 

② 下部のリストから、削除対象のセッションを選択すると、上部の入力フィールドに内

容がコピーされます。同時に、「このデータの削除を可能とする」チェック欄が表

示されます。「このデータの削除を可能とする」チェック欄をチェックします。 

③ 項目の削除ボタンが表示されます。 
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セッションのキーとなるＮｏです。ユニークである必要があります。正の整数値で指定

します。 

セッションＮｏ 

セッション名は、表示に使用されます。関係者にわかりやすく、今回のセッションを

明瞭に指し示す名前をつけてください。 

例：○○株式会社ＦＭ評価２０１１年１０月 など。 

セッション名 

実施期間が決まっている場合はその期間を、まだ未定であれば、およその期間を指定

しておきます。後で、決定後、修正すれば、ＯＫです。西暦YYYY/MM/DDの形式で、半

角で入力します。 

セッション開始日・終了日 

セッションコメント 

セッションの補足説明です。 

表示順 

下部のリストをはじめとして、リスト表示する時の、表示順です。この値の昇順に表示

します。０以上の整数値を入れます。最初は、１００番飛ばしぐらいでセットしておく

と、将来、間に表示したい場合、便利です。 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

４．５ セッション入力項目の説明 

４．５ セッション入力項目の説明 
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５．セッションデータのコピー 

① 上部メニューのデータ管理をクリックし、データコピー実行をクリックします。 

５．１ データコピー実行ページの表示 

データコピー実行ページは、以下の手順で表示します。 

５．１ セッションデータのコピー 

② データコピー実行ページが表示されます。 

 コピー元セッションと、コピー先セッションを指定し、コピー条件を指定してセッ

ション間でデータをコピーすることができます。コピー先に同一キーのデータが

あった場合、既存データが生かされ上書きは行われません。 

新規セッションを登録した後、最初に行うのは、サンプルセッションまたは過去のセッ

ションからのデータのコピーです。通常は、前回のセッションの評価項目体系・建物登

録などを引き継ぎ、変更点を修正して新規評価セッションの環境をセットします。最初

に評価を行うときは、システムに付属しているサンプルセッションをコピーして使用す

るのが一般的です。ここでは、サンプルセッションのコピーを例に、セッションデータ

のコピー方法をご説明します。 
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ドロップダウンリストに表示されているセッションの中から、コピー元となるセッショ

ンを選択します。 

コピー元セッション指定 

同様に、コピー先となるセッションを選択します。 

新規セッションで、セッションが未登録の場合、ここでは未選択とし、次の新規セッ

ションＮｏ欄に新セッションＮｏを指定してセッション登録も同時に行うこともでき

ますが、自動作成でもセッション名は変更する必要がありますので、先にセッション

の登録を行っておいて、ここでコピー先として選択する方法をお勧めします。 

コピー先セッション指定 

コピー先セッションが未登録の場合、ここに新セッションＮｏを指定することによ

り、セッション登録を同時作成することができます。セッションＮｏは、100以上の正

の整数です。前項でコピー先セッションを指定した場合は、この欄の値は無視されま

す。自動生成しない場合は、フランクとします。 

新規セッションＮｏ 

評価項目および選択肢もコピーする ラジオボタン 

通常はコピーします。評価項目をゼロから入力する場合のみ、コピーしないをチェック

します。 

インフラ・建物・地域エリアの登録データもコピーする ラジオボタン 

通常、前回のセッションからコピーする場合は、コピーするにチェックを入れます。サ

ンプルセッションからコピーする場合は、コピーしないにチェックを入れます。 

５．２ データコピー設定項目の説明 

５．２ データコピー設定項目の説明 

インフラ・建物の評価回答データもコピーする ラジオボタン 

通常はコピーしないにチェックを入れます。前回の評価結果に対し、今回、ごく一部の

項目のみ再評価する場合は、コピーするにチェックを入れます。 
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５．３ データコピーの実行例 

５．３ データコピーの実行例 

新規に作成したセッション サンプル評価データコピーテスト用 に ２０１２年サン

プル評価セッション から、データをコピーした実例をお見せします。 

評価項目類、建物データ類は、コピーしますが、評価データはコピーしない設定で、

データコピー実行ボタンを押します。 

この処理は、時間がかかります。サンプル評価セッションの場合は、標準の評価項目体

系で、２７棟の建物を登録していますが、その評価データの全てを標準値で作成します

ので、１～２分かかります。建物数が多ければ、数十分かかる場合もあります。 

コピー終了後、トップページのセッションの選択で、新セッションを選択し表示する

と、新セッションのデータが標準値で作成されていることがわかります。 

評価項目体系は元の

セッションと同じ体系

がコピーされ、インフ

ラ登録・建物登録もそ

のままコピーされ、 

イ ン フ ラ・建 物 と も

に、評価値がオール３

になっています。 

前回のセッションを基

に新セッションを開始

する場合は、このよう

にコピーしてから、建

物の追加・変更などを

行います。 
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６．エリアの登録・更新 

① 上部メニューのデータ管理をクリックし、エリア登録をクリックします。 

６．１ エリアの登録・更新ページの表示 

エリアの登録・更新ページは、以下の手順で表示します。 

６．１ エリアの登録・更新ページの表示 

② エリア登録ページが表示されます。 

 下部の一覧画面に現在登録されているエリアが表示されています。 

エリアとは、建物群の在る地域を指します。管理上、地域的にまとめる概念です。エリ

アの登録は、地域エリアに管理用のナンバーと名前を付けるために行います。すべての

建物はいずれかのエリアに属す必要があります。最低一つのエリアの登録が必要です。 

ここでは、エリアの登録・更新の仕方をご説明します。 
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① エリアＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、新規を選択します。。 

６．２ エリアの新規登録 

エリアの新規登録は、以下の手順で行います。 

６．２ エリアの新規登録 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 登録された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 入力項目を入力します。（６．５参照） 

 この時、下部のリストから、類似の内容のエリアを選択すると、上部の入力フィー

ルドに内容がコピーされますので、その後、エリアＩＤを新しいものに変更し、修

正するフィールドのみ修正入力することもできます。 
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① エリアＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。。 

６．３ エリアの更新 

エリアの更新は、以下の手順で行います。 

６．３ エリアの更新 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 更新された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 下部のリストから、更新対象のエリアを選択すると、上部の入力フィールドに内容が

コピーされますので、その後、修正するフィールドを修正入力します。 
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① エリアＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。。 

６．４ エリアの削除 

エリアの削除は、以下の手順で行います。なお、すでに建物が登録されているエリアは削

除することはできません。削除に当たっては、十分な確認ののち実行してください。 

６．４ エリアの削除 

④ 項目の削除ボタンをクリックして削除実行します。 

 下部のリストから削除したレコードが消えます。 

② 下部のリストから、削除対象のエリアを選択すると、上部の入力フィールドに内容が

コピーされます。同時に、「このデータの削除を可能とする」チェック欄が表示さ

れます。「このデータの削除を可能とする」チェック欄をチェックします。 

③ 項目の削除ボタンが表示されます。 
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エリアのキーとなるＮｏです。ユニークである必要があります。正の整数値で指定しま

す。 

エリアＩＤ 

エリア名は、表示に使用されます。関係者にわかりやすく、地域を明瞭に指し示す名

前をつけてください。 

エリア名 

表示順 

下部のリストをはじめとして、リスト表示する時の、表示順です。この値の昇順に表示

します。０以上の整数値を入れます。最初は、１００番飛ばしぐらいでセットしておく

と、将来、間に表示したい場合、便利です。 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

６．５ エリア入力項目の説明 

６．５ エリア入力項目の説明 
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７．インフラの登録・更新 

① 上部メニューのデータ管理をクリックし、インフラ登録をクリックします。 

７．１ インフラの登録・更新ページの表示 

インフラの登録・更新ページは、以下の手順で表示します。 

７．１ インフラの登録・更新ページの表示 

② インフラ登録ページが表示されます。 

 下部の一覧画面に現在登録されているインフラが表示されています。 

インフラ（ＦＭ基盤）評価は、一つの団体について、通常は１つの評価となりますが、

大きな団体では、意思決定機構の分離などの事情で、複数のインフラ評価が必要となる

場合があります。そのよう場合に備え、本システムでは、複数のインフラ評価を行える

よう、インフラにＩＤと名前を付けて登録する方式を採ります。すべての建物はいずれ

かのインフラに属す必要があります。最低一つのインフラの登録が必要です。 

ここでは、インフラの登録・更新の仕方をご説明します。 
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① インフラＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、新規を選択します。。 

７．２ インフラの新規登録 

インフラの新規登録は、以下の手順で行います。 

７．２ インフラの新規登録 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 インフラの新規作成と同時に標準値による評価データが作成されますので、数秒か

かります。 

 登録された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 入力項目を入力します。（７．５参照） 

 この時、下部のリストから、類似の内容のインフラを選択すると、上部の入力

フィールドに内容がコピーされますので、その後、インフラＩＤを新しいものに変

更し、修正するフィールドのみ修正入力することもできます。 
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① インフラＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。。 

７．３ インフラの更新 

インフラの更新は、以下の手順で行います。 

７．３ インフラの更新 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 更新された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 下部のリストから、更新対象のインフラを選択すると、上部の入力フィールドに内容

がコピーされますので、その後、修正するフィールドを修正入力します。 
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① インフラＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。。 

７．４ インフラの削除 

インフラの削除は、以下の手順で行います。なお、すでに建物が登録されているインフラ

は削除することはできません。削除に当たっては、十分な確認ののち実行してください。 

７．４ インフラの削除 

④ 項目の削除ボタンをクリックして削除実行します。 

 下部のリストから削除したレコードが消えます。 

② 下部のリストから、削除対象のインフラを選択すると、上部の入力フィールドに内容

がコピーされます。同時に、「このデータの削除を可能とする」チェック欄が表示

されます。「このデータの削除を可能とする」チェック欄をチェックします。 

③ 項目の削除ボタンが表示されます。 
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インフラのキーとなるＮｏです。ユニークである必要があります。正の整数値で指定し

ます。 

インフラＩＤ 

インフラ名は、表示に使用されます。関係者にわかりやすく、そのインフラ評価が対

象とする建物の範囲を示唆する名前をつけてください。 

インフラ名 

表示順 

下部のリストをはじめとして、リスト表示する時の、表示順です。この値の昇順に表示

します。０以上の整数値を入れます。最初は、１００番飛ばしぐらいでセットしておく

と、将来、間に表示したい場合、便利です。 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

７．５ インフラ入力項目の説明 

７．５ インフラ入力項目の説明 
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８．建物の登録・更新 

① 上部メニューのデータ管理をクリックし、建物登録をクリックします。 

８．１ 建物の登録・更新ページの表示 

建物の登録・更新ページは、以下の手順で表示します。 

８．１ 建物の登録・更新ページの表示 

② 建物登録ページが表示されます。 

 下部の一覧画面に現在登録されている建物が表示されています。 

ファシリティ評価の対象となる建物を、その属性とともに登録します。建物属性は、延

床面積や竣工時期などの標準的なものから、団体特有の項目まで、多数あります。ま

た、すべての建物はいずれかのインフラ・いずれかのエリアに属す必要があります。こ

れらの建物属性項目は、統計での検索条件として活用することができます。 

ここでは、建物の登録・更新の仕方をご説明します。 
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① 建物ＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、新規を選択します。 

８．２ 建物の新規登録 

建物の新規登録は、以下の手順で行います。 

８．２ 建物の新規登録 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 建物の新規作成と同時に標準値による評価データが作成され、数秒かかります。 

 登録された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 入力項目を入力します。（８．５参照） 

 この時、下部のリストから、類似の内容の建物を選択すると、上部の入力フィール

ドに内容がコピーされますので、その後、建物ＩＤを新しいものに変更し、修正す

るフィールドのみ修正入力することもできます。 
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① 建物ＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。。 

８．３ 建物の更新 

建物の更新は、以下の手順で行います。 

８．３ 建物の更新 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 更新された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 下部のリストから、更新対象の建物を選択すると、上部の入力フィールドに内容がコ

ピーされますので、その後、修正するフィールドを修正入力します。 



 

27 

Copyright© 2012 Alpha Associate Inc. All Right Reserved 

① 建物ＩＤ欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。。 

８．４ 建物の削除 

建物の削除は、以下の手順で行います。なお、削除した建物を復活することはできませ

ん。削除に当たっては、十分な確認ののち実行してください。 

８．４ 建物の削除 

④ 項目の削除ボタンをクリックして削除実行します。 

 下部のリストから削除したレコードが消えます。 

② 下部のリストから、削除対象の建物を選択すると、上部の入力フィールドに内容がコ

ピーされます。同時に、「このデータの削除を可能とする」チェック欄が表示され

ます。「このデータの削除を可能とする」チェック欄をチェックします。 

③ 項目の削除ボタンが表示されます。 
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建物のキーとなるＮｏです。ユニークである必要があります。正の整数値で指定しま

す。 

建物ＩＤ 

建物名は、正式表示に使用されます。その建物の正式名称をご入力ください。 

建物名 

建物コード 

その建物の管理上の記号表示。実際に使用しているもの。 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

８．５ 建物入力項目の説明 

８．５ 建物入力項目の説明 

その建物に関連するインフラ評価を選択します。 

関連インフラ 

その建物が所属する地域エリアを選択します。 

所属エリア 

その建物の略称。グラフ類にはこちらが使用されます。 

建物略称 
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建物の説明。 

説明 

建物の竣工年月。西暦で、かつ、半角で YYYY/MM の形式で入力してください。 

竣工年月 

表示順 

下部のリストをはじめとして、リスト表示する時の、表示順です。この値の昇順に表示

します。０以上の整数値を入れます。最初は、１００番飛ばしぐらいでセットしておく

と、将来、間に表示したい場合、便利です。 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

８．５ 建物入力項目の説明 

建物の構造を選択してください。 

構造 

０または正の整数値です。それぞれ、半角数字で入力してください。 

地上階数、地下階数 

㎡単位・小数点以下２桁まで、で入力してください。 

建築面積、延床面積 
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上記画面の 構造図有無・基準階フロア面積 は、ユーザー追加属性フィールドです。

本システムでは、建物登録データの属性項目として、最大７０の項目をユーザー自身で

追加できます。追加されたユーザー追加属性項目は、このように、入力欄の下部に自動

的に表示されます。必要であれば、入力補助のためのドロップダウンリストを付属させ

ることもできます。ユーザー追加属性項目の定義の仕方については、ＸＸ．リザーブカ

ラム使用登録 をご参照ください。 

ユーザー追加属性項目の入力内容もユーザー自身が決めます。 

ユーザー追加属性フィールド 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

８．５ 建物入力項目の説明 
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９．リザーブカラム使用登録・更新 

① メニューのデータ管理をクリックし、リザーブカラム使用登録をクリックします。 

９．１ リザーブカラム使用登録・更新ページの表示 

リザーブカラム使用登録・更新ページは、以下の手順で表示します。 

９．１ リザーブカラム使用登録・更新ページの表示 

② リザーブカラム使用登録ページが表示されます。 

 下部の一覧画面に登録されているリザーブカラムのリストが表示され、使用状況が

表示されています。表示順Ｎｏ= 0 のカラムは不使用、表示順Ｎｏが10000以上のカ

ラムは現在使用されています。 

リザーブカラムとは、ユーザーが独自の管理をするために必要に応じて使用できるユー

ザー追加可能なデータベース上のフィールドです。現在この機能は、建物データでのみ

利用できます。建物データの標準属性カラム以外に属性項目が必要な場合、ご使用くだ

さい。最大で、７０項目まで使用できます。 

ここでは、リザーブカラムの使用登録・更新の仕方をご説明します。 

サンプルデータでは、カ

ラムキーの 

Reserve01 が、構造図の

有無、 

Reserve02 が基準階フロ

ア面積 

という項目として使用さ

れています。 

カラム表示名が入力画

面・出力画面でのタイト

ル表示に使用される名称

です。 
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① 建物の登録・更新画面に入力フィールドとして表示され、入力データを建物登録に保

存することができます。 

９．２ リザーブカラムを使用した時の機能 

建物のリザーブカラムを使用すると以下のようなことができます。 

９．２ リザーブカラムを使用した時の機能 

③ 建物詳細検索の検索条件として、使用しているリザーブカラムの値を使用すること

ができます。 

 建物群を検索する際の検索キーとして独自の項目を設定したい場合に便利です。。 

② 複数建物統計で建物の一覧リストが表示されるとき、リスト上に、入力した値が表示

されます。 

 この時表示される順番は、リザーブカラム登録の表示順の昇順になります。 

構造図の有無、 

基準階フロア面積 

という２つの項目が、入

力できるよう、表示され

ています。 

構造図の有無には、右側

に、入力補助用のドロッ

プダウンリストも表示さ

れています。 
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① 種類の選択で、建物データが選択されていることを確認します。 

９．３ リザーブカラム使用の更新 

リザーブカラム使用の更新は、以下の手順で行います。 

９．３ リザーブカラム使用の更新 

③ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 更新された内容は、下部のリストに表示されます。 

② 下部のリストから、更新対象のリザーブカラムを選択すると、上部の入力フィールド

に内容がコピーされますので、その後、修正するフィールドを修正入力します。カ

ラムを不使用にする場合は、表示順を 0 にします。入力補助用ＤＤＬを使用する場

合は、ドロップダウンリストから選択します。（DDL登録参照） 
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リザーブカラムのキー類です。システムによって設定されています。変更できません。 

カラムキー、カラムＮｏ 

カラム表示名は、カラムのタイトル表示に使用されます。入力するデータの意味を明

瞭に指し示す簡潔な名前をつけてください。 

カラム表示名 

表示順 

下部のリストをはじめとして、リスト表示する時の、表示順です。この値の昇順に表示

します。このカラムを使用しない場合は、0 を入れます。 

使用する場合は、10000 以上の整数値を入れます。最初は、１００番飛ばしぐらいで

セットしておくと、将来、間に表示したい場合、便利です。 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

９．４ リザーブカラム使用登録 入力項目の説明 

９．４ リザーブカラム使用登録 入力項目の説明 

カラムの説明です。簡潔な表示名では不足するカラム内容の説明を入力します。 

カラムの説明 

入力する人の便宜のため、および、入力値を制限したいため、などの理由で、入力

時、ドロップダウンリストにより入力値を選択するようにしたい場合があります。そ

のような時、使用します。ここでは、表示するドロップダウンリストの種類を選択し

ます。ドロップダウンリスト自体の登録は、ＤＤＬ登録で、あらかじめ登録しておき

ます。 

表示ＤＤＬ 
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１１．ＤＤＬデータ登録・更新 

① メニューのデータ管理をクリックし、ＤＤＬデータ登録をクリックします。 

１１．１ ＤＤＬデータ登録・更新ページの表示 

ＤＤＬデータ登録・更新ページは、以下の手順で表示します。 

１１．１ ＤＤＬデータ登録・更新ページの表示 

② ＤＤＬデータ登録ページが表示されます。 

 この段階では、下部に一覧リストは表示されません。種類の選択ドロップダウンリ

ストを開くと、既存のＤＤＬの種類を参照できます。 

ＤＤＬは、ドロップダウンリストの略です。本システムの建物等の入力画面で使用する

入力補助のためのドロップダウンリストを指します。特に、ユーザー追加カラムを使用

する時、入力値をＤＤＬ選択方式にしたい場合に、利用します。新しいＤＤＬの定義も

できます。 

ここでは、ＤＤＬデータの登録・更新の仕方をご説明します。 
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１１．１ ＤＤＬデータ登録・更新ページの表示 

④ 種類自体の追加更新にチェックマークをつけると、ドロップダウンリストの種類を

追加することができます。以下のように、減債登録されているドロップダウンリス

トの種類が下部にリスト表示され、選択できるようになります。 

③ 種類の選択で、ＤＤＬの種類を選択します。 

 種類「構造」を選択すると、下部の一覧画面に登録されている「構造」ＤＤＬの選

択肢のリストが表示されます。“選択肢表示”がドロップダウンリストに表示され

る値で、“選択肢の値”が、その選択肢を選択した時、データに入力される値で

す。また、ドロップダウンリストの選択肢の表示順は、“表示順”欄の値の昇順に

なります。この画面で選択肢の追加・更新ができます。 
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① 種類の選択で対象のＤＤＬ種類を選択します。 

１１．２ ＤＤＬ選択肢の新規登録 

ＤＤＬ選択肢の新規登録は、以下の手順で行います。 

１１．２ ＤＤＬ選択肢の新規登録 

④ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 登録された内容は、下部のリストに表示されます。 

③ 入力項目を入力します。（１１．５参照） 

 この時、下部のリストから、類似の内容の選択肢を選択すると、上部の入力フィー

ルドに内容がコピーされますので、その後、選択肢キーを新しいものに変更し、修

正するフィールドのみ修正入力することもできます。 

② 選択肢キー欄の右側にあるラジオボタンで、新規を選択します。 
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① 種類の選択で、対象のＤＤＬ種類を選択します。 

１１．３ ＤＤＬ選択肢の更新 

ＤＤＬ選択肢の更新は、以下の手順で行います。 

１１．３ ＤＤＬ選択肢の更新 

④ 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 更新された内容は、下部のリストに表示されます。 

③ 下部のリストから、更新対象の選択肢を選択すると、上部の入力フィールドに内容が

コピーされますので、その後、修正するフィールドを修正入力します。 

② 選択肢キー欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。 
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① 種類の選択で、対象のＤＤＬ種類を選択します。 

１１．４ ＤＤＬ選択肢の削除 

ＤＤＬ選択肢の削除は、以下の手順で行います。 

１１．４ ＤＤＬ選択肢の削除 

③ 下部のリストから、削除対象の選択肢を選択すると、上部の入力フィールドに内容が

コピーされます。同時に、「このデータの削除を可能とする」チェック欄が表示さ

れます。「このデータの削除を可能とする」チェック欄をチェックします。 

② 選択肢キー欄の右側にあるラジオボタンで、更新・削除を選択します。 

⑤ 項目の削除ボタンをクリックして削除実行します。 

 下部のリストから削除したレコードが消えます。 

④ 項目の削除ボタンが表示されます。 
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選択肢のキーです。0 以上の整数値で設定します。ユニークである必要があります。 

選択肢キー 

選択肢表示は、ドロップダウンリストを開いた時の選択肢表示に使用されます。入力

するデータの意味を明瞭に指し示す簡潔な表示としてください。 

選択肢表示 

表示順 

下部のリストをはじめとして、リスト表示する時の、表示順です。この値の昇順に表示

します。最初は、１００番飛ばしぐらいでセットしておくと、将来、間に表示したい場

合、便利です。 

１１．５ ＤＤＬ選択肢登録 入力項目の説明 

１１．５ ＤＤＬ選択肢登録 入力項目の説明 

選択肢の説明です。簡潔な表示名では不足する選択肢内容の説明を入力します。 

選択肢の説明 

選択した時に、実際にデータに入力される値です。 

選択肢の値 
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① 「種類自体の追加・更新」にチェックマークを入れます。 

 下部のリストに、ＤＤＬ種類自体が、選択肢として、リストされます。以下、前頁

までの選択肢の新規追加・更新・削除と同様の方法にて、ＤＤＬ種類の追加・更

新・削除を行えます。ただし、以下の点ご注意ください。 

 新規追加の場合、選択肢キーは、100 以上の数値をご使用ください。99 以下の場

合、システムが使用している非表示のＤＤＬ種類と重なってしまい、追加できない

場合があります。 

 「選択肢の値」はＤＤＬ種類では使用しませんので、入力不要です。 

 既に選択肢登録のあるＤＤＬ種類を誤って削除しないよう、ご注意ください。 

１１．６ ＤＤＬ種類の新規登録・更新・削除 

リザーブカラムを使用して、新しい建物属性フィールドを追加した時、新しいドロップダ

ウンリストを作成したい場合があります。それには、まず、新しいＤＤＬ種類を作成しま

す。その上で、前頁まで述べてきた手順でＤＤＬ選択肢を定義すればいいわけです。 

ＤＤＬ種類の新規登録は、以下の手順で行います。 

１１．６ ＤＤＬ種類の新規登録・更新・削除 

② 「種類自体の追加・更新」のチェックマークを外し、「種類の選択」をプルダウンす

ると追加したＤＤＬ種類が表示され選択できることがわかります。以下、選択肢の

新規登録を行えば、リザーブカラムの使用登録で表示ＤＤＬとして使用できます。 
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１２．セッション定数メンテナンス 

① メニューのデータ管理をクリックし、セッション定数メンテナンスをクリックしま

す。 

１２．１ セッション定数メンテナンスページの表示 

セッション定数メンテナンスページは、以下の手順で表示します。 

１２．１ セッション定数メンテナンスページの表示 

② セッション定数メンテナンスページが表示されます。 

 下部の一覧画面に登録されているセッション定数のリストが表示され、設定内容が

表示されています。 

セッション定数とは、セッションごとに保管するデフォルトの値などの設定値です。ロ

グイン後セッション選択をした時点で、自動的に読み込まれます。 

ここでは、セッション定数の更新の仕方をご説明します。 
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１２．２ セッション定数の更新 

セッション定数は更新のみ可能です。以下の手順で行います。 

１２．２ セッション定数の更新 

② 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 更新された内容は、下部のリストに表示されます。 

① 下部のリストから、更新対象のセッション定数を選択すると、上部の入力フィールド

に内容がコピーされますので、「定数の値」を修正入力します。なお、「定数の

値」欄を修正する時、許される値やデータ型に十分ご注意ください。誤った値を入

力すると、システムの動作エラーにつながる場合があります。 
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セッション定数のキーです。システムによって設定されています。変更できません。 

定数キー （下部リストにのみ表示） 

定数の値がシステムに読み込まれた後、どのようなデータ型として取り扱われるか、

を示します。 

定数タイプ 

表示順 

下部のリストをはじめとして、リスト表示する時の、表示順です。この値の昇順に表示

します。最初は、１００番飛ばしぐらいでセットしておくと、将来、間に表示したい場

合、便利です。 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

１２．３ セッション定数 入力項目の説明 

１２．３ セッション定数 入力項目の説明 

定数の名称です。 

定数表示名 

定数の値です。説明をよく読み、許される値を指定されている形式で、正確に入力し

ます。この項目のみ更新できます。 

定数の値 

定数の説明です。入力時の許される値、データの形式など。 

説明 
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ＦＭ評価実行時に、ヘルプデスクを置いた場合の、メールアドレスです。 

この機能は、現在まだ実装されていません。 

SessionHelpDeskMailAddress セッションのヘルプメールアドレス 

ログインキャンセルなど、行き先を指定せずに本システムのページから外に出たとき

の、デフォルトの行き先Ｕｒｌです。 

ReturnHPUrl セッションのリターンＵｒｌ 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

１２．４ 個々のセッション定数の意味 

１２．４ 個々のセッション定数の意味 

本システムへのログイン後セッションを選択し、最初にトップページを表示する時

に、デフォルトで表示する建物のＩＤです。 

FacilityIDDefault デフォルト建物ＩＤ 

個々の評価項目への評価実行画面にコメント入力欄を表示し、評価者のコメントを入

力できるようにすることが可能です。この機能を使用するかどうかの設定です。 

半角英字で Y と入力すると、コメント入力欄を非表示とします。 

それ以外の値の場合は、コメント入力欄を表示します。 

CommentUnvisible 評価時コメント欄非表示 

団体標準としてアップロードしたＰＤＦの表示をこのセッションで使用するかどうか

の設定です。半角英字で Y と入力すると、使用します。その場合、セッション指定

のＰＤＦが無く、他のセッションＮｏ指定のＰＤＦもない場合、団体標準ＰＤＦが使

用されます。Y 以外の値の場合、団体標準ＰＤＦが有っても表示しません。 

UseContractPdf 団体標準ＰＤＦを使用するか？  次ページも参照 

団体の特定のセッションに登録されているＰＤＦを、このセッションで使用する場合

の該当セッションのセッションＮｏを指定します。使用しない時= -1 。このセッショ

ン指定のＰＤＦが無い場合に、使用されます。 

ContractPdfSNo 使用するＰＤＦの有るセッションＮｏ  次ページも参照 

システム標準としてアップロードしたＰＤＦの表示をこのセッションで使用するかど

うかの設定です。半角英字で Y と入力すると、使用します。その場合、セッション

指定のＰＤＦが無く、他のセッションＮｏ指定のＰＤＦも無く、団体標準ＰＤＦも無

く、セッションＮｏ指定のサンプルコントラクトＰＤＦも無い場合、システム標準Ｐ

ＤＦが使用されます。。Y 以外の値の場合、システム標準ＰＤＦが有っても表示しま

せん。 

UseSystemPdf システム標準ＰＤＦを使用するか？  次ページも参照 

サンプルコントラクトの特定のセッションに登録されているＰＤＦを、このセッショ

ンで使用する時、該当セッションのセッションＮｏを指定します。使用しない時= -1 

。このセッション指定のＰＤＦが無く、セッションＮｏ指定の団体標準ＰＤＦも無

く、団体標準ＰＤＦも無い場合に、使用されます。 

SystemPdfSNo 使用するＰＤＦが有るサンプルコントラクトのセッションＮｏ  次ページも参照 
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註： 詳細説明ＰＤＦ表示の優先順位とセッション定数の関係 

詳細説明ＰＤＦは、セッション定数との関係で、以下のような優先順位により検索されて、表

示されます。 

1. 現在のセッションの選択した評価項目に紐付けられているＰＤＦがあればそれを表示

します。なければ、選択した評価項目の一段上位の評価項目に紐付けられたＰＤＦが

あれば、それを表示します。なければ、 

2. 定数ContractPdfSNoが –1 でない時、定数ContractPdfSNoで指定しているセッション

の選択した評価項目に紐付けられているＰＤＦがあればそれを表示します。なけれ

ば、選択した評価項目の一段上位の評価項目に紐付けられたＰＤＦがあれば、それを

表示します。なければ、 

3. 定数UseContractPdf=Y の時、団体標準として、選択した評価項目に紐付けられてい

るＰＤＦがあればそれを表示します。なければ、選択した評価項目の一段上位の評価

項目に紐付けられたＰＤＦがあれば、それを表示します。なければ、 

4. 定数SystemPdfSNoが –1 でない時、定数SystemPdfSNoで指定しているサンプルコント

ラクトのセッションの選択した評価項目に紐付けられているＰＤＦがあればそれを表

示します。なければ、選択した評価項目の一段上位の評価項目に紐付けられたＰＤＦ

があれば、それを表示します。なければ、 

5. 定数UseSystemPdf=Y の時、システム標準として、選択した評価項目に紐付けられて

いるＰＤＦがあればそれを表示します。なければ、選択した評価項目の一段上位の評

価項目に紐付けられたＰＤＦがあれば、それを表示します。 

6. それでもなければ、表示しません。 

 

いくつかの典型的なケースをご紹介します。 

ケース①：JFMES11 の評価項目体系用のＰＤＦは、システム標準として、登録されています。

通常、JFMES11 の評価項目体系をそのまま使用する新規セッションＡを作成した場合、上記の

１～４は全て無しとなり、５に従って、JFMES11 の評価項目体系用のＰＤＦが選択され、表示

されます。 

 

ケース②：団体により、JFMES11 の評価項目体系を修正して使用するときは、通常、団体標準

のＰＤＦとして、内容修正した評価項目用のＰＤＦをアップロードします。そうすることで、

上記３により、団体内のセッションＡをはじめとする全セッションで共通の団体独自のＰＤＦ

を使用することができます。（内容修正しない評価項目に関しては、ＰＤＦアップロードをし

なければ、上記５により、システム標準であるJFMES11 のＰＤＦが表示されます。） 

 

ケース③：時代の変化等により、特定の評価項目について、新しいセッションＢでは今までと

は異なる内容の評価項目を採用した場合には、そのセッションＢ用にＰＤＦをアップロードす

ることで、上記１により、そのＰＤＦが表示されます。 

 

ケース④：その後のセッションＣで、セッションＢの、変更後のＰＤＦを使用したい場合は、

セッションＣのセッション定数で、セッションＢを「使用するＰＤＦがあるセッション」とし

て設定しておくことで、上記２により、そのＰＤＦが表示されます。 

 

このように、本システムでは、詳細説明用のＰＤＦ検索優先順位を階層化することで、団体や

セッションごとに、同じＰＤＦを多数登録する手間と無駄を排除しています。この機能を上手

に使い、団体に最も適した評価項目体系と詳細説明ＰＤＦを使用して、効率のより評価を実施

してください。 

なお、ＰＤＦアップロードの詳細に関しては、「管理者マニュアル評価項目管理編」をご参照

ください。 

１２．４ 個々のセッション定数の意味 
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１３．団体定数メンテナンス 

① メニューのデータ管理をクリックし、団体定数メンテナンスをクリックします。 

１３．１ 団体定数メンテナンスページの表示 

団体定数メンテナンスページは、以下の手順で表示します。 

１３．１ 団体定数メンテナンスページの表示 

② 団体定数メンテナンスページが表示されます。 

 下部の一覧画面に登録されている団体定数のリストが表示され、設定内容が表示さ

れています。 

団体定数とは、団体ごとに保管するデフォルトの値などの設定値です。ログイン後、自

動的に読み込まれます。 

ここでは、団体定数の更新の仕方をご説明します。 
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１３．２ 団体定数の更新 

団体定数は更新のみ可能です。以下の手順で行います。 

１３．２ 団体定数の更新 

② 追加・更新ボタンをクリックして登録します。 

 更新された内容は、下部のリストに表示されます。 

① 下部のリストから、更新対象の団体定数を選択すると、上部の入力フィールドに内容

がコピーされますので、その後、修正するフィールドを修正入力します。なお、

「定数の値」欄を修正する場合は、許される値やデータ型に十分ご注意ください。

誤った値を入力すると、システムの動作エラーにつながる場合があります。 
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団体定数のキーです。システムによって設定されています。変更できません。 

定数キー 

定数の値がシステムに読み込まれた後、どのようなデータ型として取り扱われるか、

を示します。 

定数タイプ 

表示順 

下部のリストをはじめとして、リスト表示する時の、表示順です。この値の昇順に表示

します。最初は、１００番飛ばしぐらいでセットしておくと、将来、間に表示したい場

合、便利です。 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

１３．３ 団体定数 入力項目の説明 

１３．３ 団体定数 入力項目の説明 

定数の名称です。 

定数表示名 

定数の値です。説明をよく読み、許される値を指定されている形式で、正確に入力し

ます。この項目のみ更新できます。 

定数の値 

定数の説明です。入力時の許される値、データの形式など。 

説明 
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ＦＭ評価実行時に、ヘルプデスクを置いた場合の、メールアドレスです。 

この機能は、現在まだ実装されていません。 

ヘルプデスクメールアドレス 

ログインキャンセルなど、行き先を指定せずに本システムのページから外に出たとき

の、デフォルトの行き先Ｕｒｌです。一般的には、団体のＨＰなど。 

戻り先ＨＰのＵｒｌ 

英文用フィールドは将来のための準備フィールドです。現在は使用しません。 

１３．４ 個々の団体定数の意味 

１３．４ 個々の団体定数の意味 

本システムへのログイン後のセッション選択画面で、セッション選択ドロップダウン

リストにデフォルトで表示するセッションのセッションＮｏです。通常は最新のセッ

ションを指定しておきます。0 以上の整数値です。 

現行セッション 

本システムへのログイン時のパスワードの一つです。閲覧のみ出来る人用のパスワー

ドです。評価の入力はできません。サンプルデータでは簡単なパスワードを設定して

ありますが、実際の運用時は、必要とするセキュリティレベルに応じた複雑さのパス

ワード設定としてください。 

閲覧者パスワード 

本システムへのログイン時のパスワードの一つです。評価入力出来る人用のパスワー

ドです。評価項目自体の編集や管理はできません。サンプルデータでは簡単なパス

ワードを設定してありますが、実際の運用時は、必要とするセキュリティレベルに応

じた複雑さのパスワード設定としてください。 

評価者パスワード 

本システムへのログイン時のパスワードの一つです。評価入力および評価項目自体の

追加・更新やデータ管理も出来る人用のパスワードです。サンプルデータでは簡単な

パスワードを設定してありますが、実際の運用時は、必要とするセキュリティレベル

に応じた複雑さのパスワード設定としてください。また、このパスワードは、少数の

本システム管理者のみで共有し、他に漏洩せず、かつ、定期的に変更されることをお

奨めします。 

管理者パスワード 
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１４．結び 

管理者のみが使用できるＦＭ評価システムの機能のうち、データ管理機能をご説明いたしま

した。団体が管理するファシリティは時間とともに、増減します。また、管理上必要な属性

項目も変化します。それらをメンテナンスしながら、定期的に評価セッションを実行するた

めのデータ管理の仕方をご説明いたしました。実際に管理業務でご活用いただければ幸いで

ございます。 

なお、評価項目管理に関しては、管理者マニュアル 評価項目管理編 をご参照ください。 

 

 

ＦＭ評価システム開発チーム 一同 


